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学生時代は、コンクリート研究室で
自己充填コンクリートの開発研究を実施

　本日は、私がこの15年～20年ぐらい、社会基盤分野に

おけるマネジメントの研究、あるいは教育に関して考えてき

たことについてお話したいと思います。

　最初に少し、私自身の紹介をさせていただきます。ちょう

ど今年、土木学会の建設マネジメント委員会が発足から30

周年を迎え、私も大学を卒業して30年になります。建設マ

ネジメント委員会での活動は、私自身にとって非常に重要で

すので、その紹介を少しさせていただき、次に研究、そして

教育のお話をしたいと思います。

　私が東京大学土木工学科の研究室に入ったのは1983年

でした。当時、土木工学科には研究室が8つあり（資料１）、

私はコンクリートに関する研究室に入りました。そして、非

常に良い恩師に恵まれ、コンクリートの研究を始めました。

私が博士課程に進学したときの研究テーマは、自己充填コン

クリートの開発でした。当時、社会的にコンクリート構造物

の耐久性、信頼性が非常に問題になっていました。この問題

に対して、当時の研究者は、いろいろなアプローチをとりま

した。恩師である岡村甫先生は、材料面で何とか解決したい

と、現場での締固め作業が不要となる自己充填コンクリート

を開発することを目標とし、これができたら博士の学位を授

けると私に仰いました。当時、私は、新しい分野にチャレン

ジできることは非常にありがたいと思い、研究に携わった次

第です。
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資料1）東京大学工学部土木工学科の8研究室

自己充填コンクリートの開発研究

自己充填性ＨＰＣの開発
(1988年8月）

自己充填性ＨＰＣの実用化

自己充填性ＨＰＣの普及

マネジメント研究

基礎研究
①可視化モデル
②閉塞のメカニズム
③ペーストのせん断

応用研究
①配合設計の一般化
②製造システム（練混ぜ）
③施工システム（養生・打設管理）
④二次製品工場への適用

基礎研究
①材料モデルと練混ぜのメカニズム
②耐久性予測モデル

本・講演
指針・マニュアル
示方書

基礎研究
①材料モデルと練混ぜのメカニズム
②耐久性予測モデル

資料2）基礎研究と応用研究

1991年より東京大学工学部土木工学科専任講師、助教授。97年より建設省土木研究所建
設マネジメント技術研究センター主任研究員。99年から東京大学大学院新領域創成科学研
究科助教授を務め、2004年10月より東京大学大学院工学系研究科社会基盤学専攻教授。
2006年度から国土交通省建設生産システムにおける発注者責任に関する懇談会委員長、
2010年度から4年間、公益社団法人土木学会建設マネジメント委員会委員長、2011年度
からは国土交通省中央建設業審議会委員。

東京大学工学院系研究科
社会基盤学専攻
教授

小澤　一雅氏

プロフィール
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「社会基盤分野におけるマネジメント研究と教育」

　当時自己充填コンクリートの開発をするにあたって、実は

コンクリートを使わない研究をたくさん行いました。それが、

資料2の中の「基礎研究」部分です。この基礎研究の実施に

当たっては、前川宏一先生に多くを学びました。「①可視化

モデル」とは、コンクリートが流れているときにコンクリー

トの中の骨材がどう動いているかを可視化する取り組みで

す。鉄筋と鉄筋の間でコンクリートが閉塞する現象をきちん

と理解するには、その途中で骨材がかみ合う現象をきちんと

理解する必要があります。そこでコンクリートの流れの「②

閉塞のメカニズム」を研究しました。さらに、骨材と骨材の

間にあるペーストとかモルタルが骨材の動きにどのような影

響を与えるのか、これが「③ペーストのせん断」実験です。

　多相材料であるコンクリートが鉄筋のような障害物の間を

流れるのはどういうことなのか、この本質を理解するといっ

た研究をしている際に、岡村甫先生から、「そろそろ自己充

填コンクリートができるはずだから、コンクリートを練って

みろ」と言われました。夏休みに１週間実験室を借り切り、

材料を用意して、さあやるぞと始めたところ、1週間で自己

充填コンクリートができました。

　それは、コンクリートを締固めなくても、鉄筋のような障

害物がある中で閉塞なく流れるメカニズムがどのように実現

できるかが、ある程度私の頭の中にあったおかげです。1つ

実験をしてその結果を見て、次にどのような配合にすればよ

り理想的な自己充填コンクリートに近づけるかといったプロ

グラムも、ある程度私の頭の中にありました。そのため幸い

なことに自己充填コンクリートが実現でき、めでたく博士号

を頂いた次第です。

自己充填コンクリートを現場で使うための
応用研究と「マネジメント研究」の始動

　私の博士号取得のための研究目標は自己充填コンクリート

を開発し、実現できるようにすることでした。しかし、本来

の目的はそこではなく、日本のコンクリート構造物の耐久性

と信頼性をいかに向上させるかでした。自己充填コンクリー

トが実際の現場で使われなければ意味がない。そこで、次に

取り組んだのが資料2の中の「応用研究」の部分です。

　自己充填コンクリートを配合設計するにはどうしたら良い

か。現場の生コン工場でそれを確実に製造するにはどうした

ら良いか。あるいは、それを使って施工するにはどういう方

法が良いのか。

　20年以上前の話ですが、一流のゼネコンでも当初は自己

充填コンクリートの打設の際に、その側圧で型枠をばらして

しまうケースもありました。さらに、2次製品の工場で上手

に使うにはどうしたら良いか。そのような研究に私は取り組

みました。

　現場に行って実際にこのコンクリートや新しい材料が使わ

れる状況を見ると、どうも技術的に良いものであっても現場

に適用するのは簡単ではないと感じました。日本のコンクリ

ートの質を向上させるにはコンクリートの研究をしているだ

けではうまくいかないと気がついたのです。

　コンクリートの世界には多くの優秀な研究者、先生方がお

られます。私自身は、コンクリートの研究ではなく、コンク

リートを含めて新しい材料、新しい工法を現場で上手に活用

する仕組みの開発に取り組もうと決意しました。それが、講

演タイトルに記した「マネジメント研究」です。その研究を

通して社会に貢献したいと考えたのです。ちょうど自己充填

コンクリートが開発されて5年ほどたった頃のことです。

建設マネジメント技術研究センター設立と
5つの研究フェーズ

　私がマネジメントの研究に取り組み出したころ、1997

年に当時の建設省（現・国土交通省）土木研究所の中に「建

設マネジメント技術研究センター」を新しく立ち上げる話が

ありました。その前身は積算技術研究センターでしたが、そ

こで活躍していた福田昌史さんから、大学から来てくれる人

はいないかと打診があり、たまたま私に白羽の矢が当たりま

した。ぜひやらせてくださいと、1997年に新しくできた

土木研究所建設マネジメント技術研究センターの主任研究員

として3年間（2000年3月まで）勤めました。

　建設マネジメント技術研究センターでは、新設のセンター

で、どのような研究をする必要があるのか、どのように研究

に取り組むのかなどについて、当時のセンターのメンバーと

議論したのを記憶しています。

　建設省の中のマネジメントの研究をするセンターとして、

研究成果をどこにフィードバックするのが良いのかと最初に

考えました。そして、建設省の現場で実施されているそれぞ

れの公共事業がよりよい実践をできるようにすることが、当

時の建設マネジメント技術研究センターとして一番に考える

べきと考えました。その上で、公共事業の実施プロセス、体

制と、そこでどういう仕組みを構築すれば、よりよい公共事

業を可能にするのか、これらを研究の中心に据えました。

　実践に当たっては、その事業のプロセスの中で発注者が民
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新領域創成科学研究科に、1999年に助教授として赴任し

ました。

　この研究科創設に当たっての1つのキーワードが「学融合」

です。私が所属したのは、国際環境基盤学のグループです。

私のような工学系から参加した者以外に、農学、経済学、法

学、それから社会学、統計学など、それぞれ多様なディシプ

リン（専門分野）を持たれた先生が集まりました。そこでの

大きな目標は、「あらゆる専門分野を活用して、環境問題を

国際的に解決すること」でした（資料4）。
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資料4）新領域創成科学研究科における「学融合」

　新領域創成科学研究科は学部を持たない大学院の学生のみ

の研究科です。そこで経験をしたのは、専門分野の異なる先

生方との意思決定に時間とエネルギーを要することでした。

そこで6年ほど教員をした後に、現在の東京大学大学院工学

系研究科社会基盤学専攻に戻ってきました。

社会基盤学科の創設と6つのグループ体制

　東京大学の土木工学科の中にマネジメントの研究室が最初

にできたのは1989年でした。岡村甫先生が、当時清水建

設に勤められていた國島正彦先生にマネジメントの研究教育

をと依頼し、土木分野で初めてマネジメントの研究教育が開

始されました。

　建設マネジメント／開発システム研究室は1989年の設

置ですが、90年代に入ってすぐに、公共調達における談合

の問題が大きく取り上げられることになりました。國島先生

は、この公共調達制度の再構築（7点セット、4つの道、3

匹の亡霊）、建設産業の構造改革、そして建設産業の労働安

全問題をどう改善していくかなどに取り組まれました。

間の建設産業の力を導入するための調達、いわゆる入札契約

の仕組みを考える必要があります。それから、良い事業と言

っても、それはどんな事業であり、どのようなサービスを提

供する必要があるのか。事業やサービスを提供する先の国民

や市民の社会経済基盤としてどのような姿を描く必要がある

のかを考える必要があります。建設マネジメント技術研究セ

ンターではこれら5つの研究フェーズを設定し、フェーズご

とに目標を定め、研究をしようと議論したのです（資料3）。
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資料3）5つの研究フェーズ

　3年間ほど建設マネジメント技術研究センターでさまざま

な経験をしたことは、私自身のキャリアの中でも非常に大き

なインパクトがありました。

　私自身は、文部教官から建設技官になりました。ゼネコン

からは、一時ゼネコンを辞め、建設省の建設技官になって参

加された方がおられました。建設コンサルタントの人は協力

研究員として参加し、また、同じ発注者でも当時の水資源開

発公団や東京都など、各方面の、ほとんど私と同世代の方々

と筑波で研究生活をともにしました。

　昼間の研究活動だけではなく、夜も各人がそれまで培って

きたいろいろな考え方や経験を皆で共有する機会をもつこと

ができました。公共事業とはどういう人たちがどのように考

え、動かしているのか。その実態を当時の私が受けとめられ

る範囲で、さまざまに聞くことができ、いろいろ議論できた

ことは私にとって非常に大きな財産になっていると思います。

新領域創成科学研究科と「学融合」

　同センターでの経験も私には楽しかったのですが、大学か

らそろそろ戻るように言われ、東京大学に新たに創設された
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　私自身は2004年度に社会基盤学科に戻りました。私が

卒業したときは土木工学科でしたが、2004年に社会基盤

学科と学科名称を変えて、10研究室の体制を6つのグルー

プ制に変えました（資料5）。
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資料5）社会基盤学科の新体制

　景観グループ、水圏環境グループ、この年に創設された国

際プロジェクトグループ、コンクリート研究室を含む基盤技

術グループ、国土／都市／交通グループ、それからマネジメ

ントグループです。このマネジメントグループは、社会基盤

の施設、事業、あるいは組織、これらにかかわる管理運営、

いわゆるマネジメントと言われる問題の研究や教育を行うこ

ととしています。

土木学会の建設マネジメント委員会の活動

　説明が少し長くなりましたが、私自身はコンクリートの研

究から始めて、今はマネジメントを専門に研究しているわけ

です。その活動の中で、土木学会建設マネジメント委員会で

の活動も大きな部分を占めています。

　同委員会は、設立が1984年11月で、今年30周年を迎

えます。土木学会の中には調査研究委員会が数多くあります

が、その中でも比較的新しくできた分野の1つです。現在、

委員長は大林組の福本勝司さんが務め、副委員長3名、委員

45名で構成されています。この委員会の特徴の1つはマネ

ジメントがテーマのため、産官学、いろいろな分野の人に参

加いただいていることです。産の福本さんの前は学の私が委

員長で、その前は官の福田さんで、委員長も産官学でバラン

スよく務めているのは比較的珍しいのではないかと思いま

す。活動方針は以下のとおりです。

①建設事業を取り巻く社会の変化に対応した建設マネジメン

トのあり方について、調査研究、情報発信等の実施

②建設生産システムのあらゆる過程における産・官・学の取

り組みに対する貢献

　主な活動は、いわゆる建設マネジメントに関する分野の調

査研究活動、提言等をまとめて情報発信をする、あるいは建

設生産システムにおけるさまざまな取り組みに対して積極的

に委員会としてかかわっていくことです。具体的には、提言・

報告書の作成や成果発表会、講演会、公共調達シンポジウム、

地域シンポジウムの開催などです。昨年は地域シンポジウム

で谷口理事長に基調講演をお願いしました。

　年に1回、建設マネジメント問題に関する研究発表討論会

を企画しています。研究活動のコアになる部分を第1種、第

2種、第3種の3種類に分類し、各研究小委員会で研究を実

施しています（資料6）。

研究の実施
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6. 実㊶ⓗＣ䠩研究

➨䠍✀研究ᑠጤဨ఍
1. 䜲ン䝣䝷Ｐ䠢䠥䠋ＰＰＰ研究
2. ⅏ᐖᑐ応マネジメントຊ⫱ᡂ研究
3. බඹ஦ᴗᇳ⾜システム研究

➨䠎✀研究ᑠጤဨ఍
1. ཎ౯管理研究
2. ᆅᇦマネジメント研究
3. ᢏ⾡බົဨの⫱ᡂ・ホ౯䛻㛵䛩䜛研究
4. ⎔ቃಟ᚟஦ᴗ䛻䛚䛡䜛䝥䝻䜾䝷ムマネジメント

資料6）2014年度建設マネジメント委員会でのコアな研究の実施

　また、特別小委員会も組織しています。これは委員長が設

定した問題に対して、その任期の間に特別に設置される委員

会です（資料7）。
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資料7）2014年度建設マネジメント特別小委員会による研究の実施
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災害対応マネジメント力育成研究小委員会
によるケース教材の作成

　私が委員長の時代に東日本大震災が発災しました。建設マ

ネジメント委員会でも何とか貢献したいと考え取り組んだ活

動の1つが、発災から応急復旧までの、建設産業が貢献した

記録をきちんと後に残すことです。それから、その取り組み

の中でどのようなマネジメントが実践され、その中で有効な

もの、改善するべきもの、それらをきちんと抽出しておきた

いとも考えました。

　今後の対策としては、こうした経験を次の世代に伝えられ

るよう、人材育成につなげることです。そこで、2013年

度から災害対応マネジメント力育成研究小委員会を立ち上げ

ました。PC建協（一般社団法人プレストレスト・コンクリ

ート建設業協会）の木下賢司さんを小委員長として、東日本

大震災の初動対応において、実際に現場でとのような対応が

実施されたのかをベースに、ケース教材を1年ほどかけて、

かなり頑張ってつくっていただきました。

　つい先日、その成果が、建設マネジメント委員会のホーム

ページにアップされたので、関心のある人はぜひご覧くださ

い（資料8）。
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資料8　東日本大震災災害対応マネジメント

　災害対応マネジメント力育成研究小委員会では、東日本大

震災の初動対応の実例に基づくケース教材として、以下の

11のケースを作成しました。

①被災市町村への広範な資機材等の緊急支援

②大津波警報下での通行止めと道路啓開

③幹線道路の応急復旧

④広域輸送ルートの確保

⑤過酷な状況下での行方不明者捜索

⑥津波被災自治体の初動対応(避難誘導、避難所運営等）

⑦孤島と化した空港ビル避難者の安全確保

⑧日建連による災害救援物資の調達

⑨地域での地元企業等による自発的な道路啓開

⑩地域建設業協会の取り組み

⑪地元建設会社の震災対応

　初動対応において、実際にどういう立場で、どんな場所で、

何が起こって、そこで何が実施されたのか。ケース教材は、

実際に現場で起こった実例から、自分がその主人公、あるい

はその立場にいたときに、何を考えどう行動するべきか、ど

ういう判断が局面を上手にマネジメントできるかを擬似的に

体験させ、考えるための教材です。

　マネジメントは現場でいかに対応し、良い実践をするかの

ために考えられた学問体系だと私は理解しています。ただ、

実際に現場で起こる実例は、置かれた環境やシチュエーショ

ンによってすべて異なります。ですから、実例を受けとめる

人によって、そこから何を学ぶかはそれぞれ異なります。

　実例をどのように自分の頭の中にしまい、必要なときにそ

れをどうやって取り出せるかは、受けとめる人のそれぞれの

考え方や価値観によるのです。ですから、決まった知識体系

として形あるものを頭の中に収めるだけでは不十分です。実

際に起こった実例に基づいて、自分なりに将来取り出しやす

いように、いかに多くのことを学べるかどうかが重要だと思

います。

　そうした、学ぶための教材として11の事例をつくってい

ます。実はこれを教えるのは大変で、これらの教材を用いて

研修するためのテキストとして、研修用のティーチングノー

トも別に作成しています。また、これを使って実際に学ぶた

めの研修も別に企画しています。

　こうした活動を「災害対応マネジメント力」をキーワード

として、今後も建設マネジメント委員会の重要な活動の1つ

として、計画していきたいと考えています。

復興事業マネジメントに関する講演会を
開催

　次に、実際に現場でどのようなことが起こっているのかを

東京にいる人たちにも共有してもらうために、復興事業マネ

ジメントに関する講演会を2013年末に開催しました。東

北地方整備局で実施されている事業促進PPP（パブリック・

プライベート・パートナーシップ）、都市再生機構等が実施

しているCM（コンストラクション・マネジメント）、福島
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で行われている除染の取り組みについて、以下のプログラム

を企画して紹介しました。

①震災復興事業の現状について 

②三陸沿岸道路事業監理業務について 

③CMを活用した震災復興事業の取り組み 

④仙台湾南部海岸事業監理業務について 

⑤釜石市復興事業CMについて 

⑥除染の現状について 

⑦除染業務における現場管理について

　事業促進PPPである三陸沿岸道路監理業務や、都市再生

機構で実施しているCMを活用した震災復興事業、あるいは

仙台湾南部海岸事業など、CMが非常に多いですが、発注者

である自治体が大きなダメージを受けていますから、これを

どういう形で支援するか。紹介された方法の1つずつにいろ

いろな思いや取り組みがあり、そこから我々は多くのことを

学びました。

公共調達制度WG設置と報告書
「土木技術者の信頼回復を目指して」

　1990年代の談合事件以降、建設マネジメント委員会の

中でも公共調達問題に力を注いでいます。2004年秋には

鋼鉄製橋梁工事の談合事件がありました。その後、2005

年4月に「公共工事の品質確保の促進に関する法律」が施行

され、同年9月には「公共工事における総合評価方式活用ガ

イドライン」が策定されました。

　そのタイミングごとに建設マネジメント委員会の中でもさ

まざまな活動をしてきました。鋼鉄製橋梁工事の談合事件、

いわゆる官製談合が起こった後、2005年9月には公共調達

制度WGを設置しています。土木学会の建設マネジメント委

員会として、社会に何らかの情報発信、メッセージを出すべ

きではないかと考えたからです。土木学会は土木技術者の集

まりであり、その土木技術者の信頼回復を目指す必要がある

と考え、その信頼回復のために、我々は何をどう変えるべき

かを、メッセージとして、2006年4月に「公共調達制度を

考える　～土木技術者の信頼回復を目指して～」（代表幹事・

小澤一雅）を取り纏めています。

公共調達問題に関するシンポジウムを
毎月、計12回開催

　報告書として提言を出すだけでなく、現在の調達制度の仕

組みをどうつくり変えていくのかを正面から考えていく必要

があります。そのためには、調達制度の中にあるいろいろな

要素を1つずつ丁寧に議論を重ねる必要があります。そこで、

1年間かけて、毎月シンポジウムを開催することにしました。

　結構大変でしたが、2007年6月から2008年5月まで毎

月、「建設マネジメントシンポジウム(公共調達を考えるシリ

ーズ）」を計12回開催しました。テーマは以下のとおりです。

第1回　総合評価方式について

第2回　制度模索のための入札結果モニタリングについて

第3回　三者構造とCM方式について

第4回　発注ロットと共同企業体制度について

第5回　技術の開発・調達について

第6回　契約制度の多様化について

第7回　予定価格制度について

第8回　コンサルタント業務の調達について

第9回　出来高部分払い方式の導入について

第10回　地方における公共工事執行のあり方について

第11回　公共調達方式の国際比較

第12回　全体討論

（詳細は建設マネジメント委員会ホームページ：

http://committees.jsce.or.jp/cmc/を参照）

　１回目は「総合評価方式」がテーマでした。それから、2

回目は入札結果のモニタリングをして、制度にどうフィード

バックするか。次いで、CMの問題、発注ロットやJVの問題。

それから技術の開発・調達の問題。以前は予定価格の90数

％で落札していたのが、いきなり半分とか、場合によっては

4割で落札される事態が起きました。こんなことを続けてい

たら、技術開発はだれがやるのだ、どのお金を使ってやるの

だとなります。そこで、我が国の将来の技術の開発と調達を

考えていく必要があると議論をしました。

　さらに、契約制度の多様化、予定価格制度の議論、コンサ

ルタント業務の話、出来高分払い方式、地方の問題、国際比

較と続け、最後の全体討論では、今後土木学会として公共調

達の問題にどう取り組む必要があるかを議論しました。

調達プロセス全体の見直しと再構築が必要

　12回のシンポジウムで取り上げたように、公共工事にお

ける入札契約の流れの中には、いろいろなプロセスがありま

す。このプロセスの中でも社会的にいつも取り上げられるの

は、入札です。どういう方法で選ばれたか、だれが選ばれた
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かについて、皆さんが関心を持たれます。

　ただ、もう少し広い視点でとらえてみると、どうすれば良

い事業が実現できるか、その良い事業を実現するためには、

どういうプロセスで調達の仕組みをつくれば良いのかが重要

です。そうすると、入札は調達プロセスの中の断面の1つに

過ぎません。

　今後もっと議論を深めるべきは、例えば契約の問題であっ

たり、あるいは実際に契約した後の工事、施工の中での変更

のプロセスであったり、支払方法や検査や監督のあり方、成

績のつけ方など、実際の現場でいかに良い工事が実現できる

かです。ここをもっと考え、見直す必要があります。

　あるいはもっと前の段階の、現行の企業の格付方法、競争

参加資格の審査を2年ごとに実施して格付けし、ランクごと

に分けることも含めて、この入札前の段階にも注意を払う必

要があります。

　社会がこれだけ大きく変革している時代に、入札だけを議

論しても問題は解決しません。総合評価方式の導入時にはい

ろいろな問題を全部、総合評価で解決しようとしました。総

合評価方式とは、入札の段階で価格だけでなく品質を含めて

総合的に契約の相手を特定するための方法の1つに過ぎませ

ん。もう少し幅広く公共調達の仕組みをとらえて、調達プロ

セスの全体の見直しと再構築を考えていく必要があると、シ

ンポジウムのまとめのときに話した記憶があります。

　この12回のシンポジウムは、「建設マネジメントシリー

ズ 公共調達制度を考える シリーズ①～③」として3冊に分

けて、土木学会の図書として販売しています。時間は経過し

ましたが、公共調達制度についてどのような議論がなされた

か、関心のある人はぜひご覧いただければと思います。

公共調達に関して今後取り組むべき
3つの提案

　シンポジウムを図書としてまとめた後に、今後、建設マネ

ジメント委員会でどのような活動を続けていくべきかについ

て3つの提案をしました。

　1つは、「契約約款の作成・発刊」です。現在、公共調達

に関する議論が入札に偏り過ぎているため、もう少し契約の

議論を増やす必要があります。そこで土木学会で契約約款を

作成することを提案しました。

　2つめは、「年1回の公共調達シンポジウムの継続的実施」

です。先に述べたように2005年6月から毎月シンポジウム

を実施しましたが、毎月開催するのはなかなか大変なので、

年に１回でもこうしたシンポジウムを続けていけないかと思

いました。リピーターも多く来場されたので、ぜひそういう

人たちの要望に応えるためにもシンポジウムを継続したいと

提案しました。

　3つめは「調達結果のモニタリングと制度の再評価」です。

談合を監視することも大事ですが、今の制度や仕組みをきち

んとモニタリングをして、フィードバックするための道具に

ついての研究活動を土木学会の委員会としてきちんと実施し

たいと提案しました。

　以上の3つの提案について、それぞれ現在でも継続して取

り組んでいます。

契約約款の第一弾はデザインビルド契約

　契約約款について最初につくろうと決めたのが、設計施工

一括発注、いわゆるデザインビルドの契約です。現在いろい

ろな場面でデザインビルドが実施されていますが、公共土木

事業を対象にした契約約款は未だ存在しません。

　現在の設計に関する契約や工事の請負契約をベースに、現

場で使えるようなデザインビルドの契約約款を社会に出すべ

く案を作成しました。土木学会の中でそれをオーソライズす

るための委員会をつくり、今年の初めから議論を始め、今、

議論中です。今年度中にはぜひ、社会で使えるような形でこ

の約款を世に出したいと思っています。

　それからもう1つは、いわゆるCMと言われる監理業務の

契約約款です。建設コンサルタンツ協会から約款が1つ出て

います。それから、日本コンストラクション・マネジメント

協会が出している約款があります。これはどちらかと言えば

建築分野を対象にしています。

　いわゆる公共の土木事業で使えるCM約款の作成について

は国土交通省で一時期議論が開始されたのですが、活動が途

中で滞ってしまいました。そこで土木学会として、CMにつ

いての約款を作成するための議論を始めています。来年度に

は、CMについての約款も発刊できるよう議論を続けていま

す（資料9）。
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資料9）契約約款の作成について

公共調達シンポジウムを開催して現場での
工夫や経験を共有

　公共調達シンポジウムは、毎年5月から6月の時期に開催

し、すでに6回実施しています。その趣旨は、調達の取り組

みの現場でなされているはずのいろいろな工夫やさまざまな

経験をみんなで共有することです。いわゆる「Good 

Practiceの共有の場」として、優れた取り組み、よい実践

を共有するための事例を集めることで、今年は6月25日に

実施しました。

　テーマとして、昨今話題の維持管理の入札契約の問題を取

り上げました。地方公共団体では多様な新しい取り組みがな

されています。国でも直轄事業の中でいろんな工夫をしてい

ます。調達の現場で実際に行われている取り組みを紹介し、

みんなで学ぶ場として、シンポジウムを今後も継続したいと

考えています。

公共事業改革プロジェクト小委員会が
公共事業調達法を提案

　調達の仕組みについても、予定価格の問題を含めて、制度

を変えるための提言活動を続けてきています。2011年8月

には、公共事業改革プロジェクト小委員会で、木下誠也先生

（日本大学 生産工学部土木工学科 教授）を委員長に、「事業

マネジメント手法の確立と公共事業調達法の提案」をまとめ

ました（資料10）。

බඹ஦ᴗᨵ㠉䝥䝻ジ䜵クトᑠጤဨ఍

䠉 ஦ᴗマネジメントᡭἲの☜❧とබඹ஦ᴗㄪ㐩ἲのᥦ᱌䠉

ᖹᡂ 2 3 年 8 月

䊠䠊஦ᴗのマネジメントのᴫᛕのᑟධ 䊻 ㈈ᨻἲのぢ┤䛧

䊡䠊䠲䠢䠩の㧗䛔බඹㄪ㐩䜢実⌧ 䊻 බඹ஦ᴗㄪ㐩ἲ

䊢䠊ᅜ㝿➇தຊの䛒䜛ᢏ⾡基‽య⣔ 䊻 ᢏ⾡基‽య⣔の෌ᵓ⠏

（アン䝤䝺䝷ἲのᚲせ性）

資料10）「事業マネジメント手法の確立と公共事業調達法の提案」

　この提言の中で「公共事業調達法」を提案しています。木

下先生がご自身の博士論文の中で、予定価格制度を規定して

いる会計法が明治期から変わらないことを歴史的に分析をさ

れたのですが、一方で、低入札価格で入札したものを調査す

る内容の条項が、1961年に会計法に追加されました。こ

の条項が入るまでに、10年間、国会で繰り返し議論がなさ

れています。議論の度に大蔵官僚からの反論に遭い、当時、「こ

ういう条項を会計法で扱ってもらえないのであれば、建設業

法に書きます」というやりとりもあったようです。結果とし

て、1961年に会計法が改訂されました。

　こうした経験も参考にして提案したのが「公共事業調達法」

です。会計法を変えてもらえないのであれば、公共事業を実

施する官庁が所管する公共事業調達法をつくり、公共事業を

実際に動かすためのいろいろな仕組み、ルールを扱えないか

という方向です。予定価格の問題も含めて、この新しい公共

事業調達法の中で今まで実施したくてもできなかったルール

を提案しようと考えたわけです。

建設マネジメント分野の優秀事例に
グッドプラクティス賞

　建設マネジメント委員会で私が委員長のときに行った新し

い取り組みの1つに、グッドプラクティス賞の創設がありま

す。各調査研究委員会では、論文賞や論文奨励賞、優秀講演

賞など、調査研究活動、あるいはその成果の発表に賞を与え

ることは、これまでも行われてきています。

　マネジメントの分野でも現場での優れた取り組みと実践が

あります。活動の目標の1つとなる良い実践を応援する賞が

つくれないかと考えたのです。研究論文を書かなくても、良
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い実践をしている事例があれば、賞を与えることができない

かと、議論を重ねました。

　「建設マネジメントの実務において、創意工夫に富み、建

設マネジメントの発展に貢献が認められる意欲的な取り組み

に授与」との趣旨で2009年度に創設され2010年度から

表彰を始めて、今年度で5年目になります。全国にはまだま

だ優れたさまざまな実践活動があると思いますが、残念なが

ら現時点では毎年1つ、あるいは2つをグッドプラクティス

賞として表彰しているにとどまっています。それがどんな実

践活動なのかは、建設マネジメント委員会のホームページで

具体的に紹介していますのでご確認いただき、皆さんの周り

で優れた取り組みがあれば是非応募してください。

社会基盤分野におけるマネジメントの
知の体系化

　マネジメントに関する研究活動、あるいは教育活動の体系

を示すことは、建設マネジメント委員会においても非常に大

事だと認識しています。委員会が発足して10年後の1994

年には『建設マネジメント原論』（山海堂・1994年11月)

という教科書を委員会から発刊しています（資料11）。

䛂ᘓ設マネジメントཎㄽ䛃䚸ᅧᓥṇᙪ・ᗉᏊᖿ㞝 ⴭ䚸1994 年発ห

䛂♫఍基┙マネジメントㄽ䛃 ᭱⤊ᰯṇ୰

♫఍基┙஦ᴗ䛻㛵䜟䜛ே・⤌⧊・䝥䝻䝉ス䜢ᑐ㇟と䛧䚸
♫఍基┙システム䜢ື䛛䛩䛯䜑の▱のయ⣔化

䠍䠊♫఍基┙マネジメントと䛿
䠎䠊♫఍基┙マネジメント䛻㛵䜟䜛୺యとᘓ設⏘ᴗάື
䠏䠊䝥䝻ジ䜵クトマネジメント
䠐䠊コンスト䝷クシ䝵ンマネジメント
䠑䠊ㄪ㐩・ዎ⣙マネジメント
䠒䠊䜲ン䝣䝷⏘ᴗㄽ
䠓䠊♫఍基┙マネジメントの実㊶と㐍化

実㊶䛻ᙺ❧䛴䜿ース（஦౛）のᥦ示

資料11）　社会基盤マネジメント論

　この発刊から20年が経ち、社会あるいはマネジメントの

実践自体がさまざまに変化している中で、社会基盤の分野に

おけるマネジメントの知の体系化をきちんとする必要がある

と考え、堀田昌英先生（東京大学新領域創成科学研究科教授）

を中心に「社会基盤マネジメント論」を発刊する予定で作業

を進めています。原案となる最終校正の原稿はほぼできてい

ますので、2014年度中に何とか発刊したいと思っています。

建設マネジメント問題に関する
研究発表・討論会を毎年開催

　建設マネジメント委員会の活動で設立当初から継続して実

施している活動の1つに研究発表・討論会があり、毎年12

月に開催しています。最初の研究発表数は40件弱で、多い

ときは130件近くあったこともあります。現在は70件から

80件と多くの研究発表と、それをベースにした議論を続け

ています。

　その中でも公共調達をテーマとした論文発表は多数を占

め、多いときは35％～40％を超えるほどの論文や講演が

発表されています（資料12）。
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発⾲௳ᩘ බඹㄪ㐩䛻㛵䛩䜛発⾲の๭合
（発⾲௳ᩘ）

බඹㄪ㐩䛻
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の๭合（䠂）

資料12）　�研究発表・討論会での発表数と公共調達に�
関する発表の割合

　研究発表・討論会は、実際に現場でマネジメントを実践し

ている活動の計測、評価、分析、あるいは将来に向けての提

言を発表し、議論する場です。扱うテーマが非常に多岐にわ

たりますから、1日では個々のテーマの議論を深めるには難

しい部分がありますが、全国からいろいろな研究発表をして

もらい、情報を共有する、あるいは研究の考え方の刺激を与

え合う場として、今後もこの活動を継続するのが良いと考え

ています。
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建設マネジメントの研究目標

　私の研究生活はコンクリートから始まり、マネジメントの

研究へ移りました。マネジメントの研究とは何かについて、

土木研究所で建設マネジメント技術研究センターを立ち上げ

るときにも悩み、いろいろな人と議論しました。そして当時、

建設マネジメントに関する研究をするに当たり、どのような

目標に向けて研究するかの視点（仮説）を立てました（資料

13）。

研究の視Ⅼ（௬ㄝ）

䛂♫఍㈨本ᩚഛ䝥䝻䝉ス䛻䚸

ᢏ⾡ຊ䜢ຠᯝⓗ䛻ᢞධ䛩䜜䜀䚸

♫఍㈨本ᩚഛの䠲䠢䠩䛜㧗䜎䜛䚹䛃

⌧≧䛻䛚䛔䛶䛿䚸

䛣䜜䛜༑ศ䛻実⌧䛷䛝䛶䛔䛺䛔䚹

・ᢏ⾡ຊ䜢ᢞධ䚸⤌䜏㎸䜐システムのၥ㢟

・ᢏ⾡ຊの㧗ᗘ化・▱㆑๰造のၥ㢟

ᘓ設マネジメントᢏ⾡研究䝉ン䝍ー設❧講演఍䜘䜚

資料13）研究の視点（仮説）

　社会資本整備プロセスに技術力を効果的に投入すれば、そ

の投入したお金に見合った価値、バリュー・フォー・マネー

（Value For Money：VFM）は高まるはずです。これに貢

献できる研究をしようと考えたのです。

　実社会ではバリュー・フォー・マネーが上手に達成できて

いるケースもあれば、十分にできていないケースもあります。

したがって、実際に現場で起こっている課題や問題を解決す

るような技術力、あるいは知識創造のVFMを高めるための

解決方策を提供するような研究活動をしたい、と議論したの

を覚えています。

建設マネジメントの研究における
3つのステップ

　そのために研究をする方法として、1つは計測をする必要

があります。コンクリートの場合は実験する、あるいは現場

に装置を持って行って物理的に計測することは可能です。で

は、マネジメントの場合には、何をどのように計測するか、

その計測方法から考える必要があります。

　また、計測した対象を分析し、評価するためには、判断基

準が必要です。そのためには、他と比較してみるとか、別の

対象を当ててみるなどが必要になります。

　さらに、解決方法を考えるためには、問題を本質的にしっ

かりとらえることと、その解決に応えられるような創造活動

が必要です。最終的には、よい実践につながる必要があるの

で、現場とそれを取り巻く状況をきちんと理解した上での創

造が求められます。（資料14）。

ᘓ設マネジメントᢏ⾡研究
䠏䛴のステ䝑䝥

䠍 䛂計測䛃䠖䛭の䛯䜑のメジ䝱ー䛵䛟䜚

工஦のయ⣔化䛛䜙஦ᴗのయ⣔化へ䚸Ｐ䠩ᡭἲᑟධ➼

䠎 䛂ẚ㍑䛃䠖䛭の䛯䜑のከᵝ䛺ྲྀ䜚⤌䜏

௚⏘ᴗ䚸௚ᆅᇦ䚸௚஦ᴗᡭἲとのẚ㍑（䠞䠩）

䠏 䛂๰造䛃䠖䛭の䛯䜑のシステム䛵䛟䜚
ᘓ設生⏘システム䛻（ᑡ䛺䛟と䜒බඹ発ὀ⪅ෆ䛻）

▱ᜨ・ᢏ⾡䜢⵳✚䛧䚸᪂䛯䛺๰造䜢（▱ᜨ䛿⌧場䛻）

ᘓ設マネジメントᢏ⾡研究䝉ン䝍ー設❧講演఍䜘䜚

資料14）「計測」「比較」「創造」の内容

建設マネジメント研究の対象範囲

　「マネジメント」という言葉には漢字を当てることができ

ません。もともと海外で使われていたmanage、あるいは

managementという言葉を片仮名にしているのです。です

から、これをどのように日本人が日本語で理解するかという

点で、難しいキーワードであることは、ご理解いただけると

思います。

　例えば、経営する、運営する、と訳されたり、あるいは、

うまくやる、うまく対処する、処理する、あるいは、現場で

何とかやっていく、と理解することができます。

　マネジメントという言葉そのものがかなり広い概念を持っ

ています。我々の分野の中で、このマネジメントの対象をど

のようにとらえるか。建設マネジメント委員会では、その活

動の範囲について、以下のようなキーワードを設定しています。

①インフラ整備・開発：事業計画・評価、合意形成、満足度

評価等

②マネジメントシステム：プロジェクトマネジメント、戦略

決定、組織等

③調達問題：入札・契約制度、技術力評価、積算、予定価格、
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総合評価等

④公共政策：法令、行政、情報公開、会計法、公正取引問題、

官公需法等

⑤建設市場：経済環境、価格問題、談合、内外価格差、外国

企業参入問題等

⑥建設産業及び建設企業：企業評価、経営、生産性評価、労

働環境等

⑦人材問題：人材評価、技術教育、技術士・資格問題、倫理

問題、人間学等

⑧その他：建設事業史、建設産業史、国際比較、技術移転、

環境保全等

多様な研究対象と研究手法

　現在、私が所属する東京大学社会基盤学専攻の建設マネジ

メント／開発システム研究室でも、卒業論文、修士論文、博

士論文、さまざまな研究に取り組んでいます。

　例えば、卒論で学生がどういうテーマで、何を対象に研究

をしたのか、研究対象のキーワードを調べてみると、100

を超える卒業論文のうち、公共調達、技術・技術開発、公共

投資、廃棄物・リサイクル、社会的意思決定・合意形成、労

働安全、公共経営を合わせて、ほぼ半分となります。一番多

い公共調達でも、15件です。他にも、実に多様な研究対象

をテーマにして、学生たちは論文を書いています（資料

17）。

༞ㄽ（ 1 9 8 9 年ᗘ䡚 2 0 1 3 年ᗘ）

（研究ᑐ㇟）

1 䠊බඹㄪ㐩（ 1 5）
2 䠊ᢏ⾡・ᢏ⾡開発（ 8 ）

බඹᢞ㈨（ 6 ）
ᗫᲠ≀・リ䝃䜲クル（6 ）

3 䠊♫఍ⓗពᛮỴᐃ・合ព
ᙧᡂ（ 9 ）

4 䠊ປാᏳ඲（ 4 ）
බඹ⤒Ⴀ（ 7 ）

5䠊䛭の௚

ᨻᗓ開発᥼ຓ䚸

ఫᏯ⎔ቃ䚸஺㏻䚸

ປാ⎔ቃ䚸᝟ሗ䚸

⏘ᴗᵓ造䚸೔理䚸

බඹᨻ⟇䚸Ẹά䚸

఍計䚸ᢏ⾡⪅䚸ሗ㐨

➼
5 5 5 7

資料17）卒論で取り上げられた多様な研究対象

　もともとディシプリンとして、マネジメントの学問領域は

さまざまな分野とつながっています。いわゆる社会科学の分

野ですし、経営学や社会学、場合によっては行政学、経済学

はもちろん、会計学、人類学、OR（オペレーション・リサ

ーチ）、などいろんな分野のディシプリンとかかわりが深く、

その考え方を活用して研究を実施することになります（資料

18）。

㛵㐃Ꮫၥ㡿ᇦ

マネジメント

⤒ႠᏛ

♫఍Ꮫᚰ理Ꮫ

⾜ᨻᏛ

఍計Ꮫ

ே㢮Ꮫ

⤒῭Ꮫ

OR

資料18）マネジメントの関連学問領域

　先ほどの卒論、修論の中でもいろいろな研究手法が用いら

れています。例えばアンケートやインタビューをしたり、マ

クロやミクロ経済学を使ったり、あるいは組織論、経営学、

財務分析やキャッシュフロー分析、ゲーム理論などを駆使し

ます。また、文化人類学の手法であるエスノグラフィーを適

用し、現場に入って働いている作業員と毎日一緒に同じ作業

をしながら、その人たちが一体何を考えて仕事しているかを

調査する研究もあります。

　研究対象も多様ですし、研究の手法も非常に多様です。比

較的多く研究テーマとして取り上げられている公共調達に関

する研究でも、いろいろなアプローチがこれまでされてきて

います。
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公共調達に関する研究と研究手法

　公共調達に関する代表的な研究を5つ挙げます（資料

19）。

බඹㄪ㐩䛻㛵䛩䜛研究

ᮌୗㄔஓ
（༤）

䜟䛜ᅜのබඹ工஦のධᮐዎ⣙ไᗘと௻ᴗホ౯
ไᗘのṔྐⓗ⪃ᐹ

ᯇ本┤ஓ
（༤）

ᡃ䛜ᅜ䛻䛚䛡䜛設計施工一ᣓ発ὀ方ᘧのᑟධຠᯝ
のホ౯ᡭἲのホ౯ᡭἲ
䠉ᅜᅵ஺㏻┬┤㎄工஦の䠉ᅜᅵ஺㏻┬┤㎄工஦の஦౛ศᯒᯒ䜢㏻䛧䛶䠉

ᔞ ┤ே
（研）

ᢏ⾡ᥦ᱌ᆺ⥲合ホ౯方ᘧの⌧≧ศᯒ

ᯇⴥಖᏕ
（研）

䜟䛜ᅜのබඹㄪ㐩ዎ⣙ไᗘ（㐠用）のᅜ㝿ẚ㍑

㕥ᮌ㈗኱
（༞）

බඹㄪ㐩䛻䛚䛡䜛᭱పไ㝈౯᱁ᘬ䛝ୖ䛢の理ㄽⓗ
ᖐ⤖䠖୙㐃⥆䛺ᆒ⾮ゎのᑟ䛟ᢏ⾡ඃ఩性のᆒ㉁化

資料19）公共調達に関する5つの研究

　最初は、木下誠也先生です。入札契約制度と企業評価制度

を対象にした歴史的な考察をされています。この研究の特徴

は、海外の入札契約制度と日本の入札契約制度の歴史的変遷

を比較分析した点にあります。

　日本の会計法は、明治半ばの1889年にヨーロッパから導

入されています。ところが、現在の日本の会計法は、その当

時と基本的には変わっていません。日本が参考にして導入し

たヨーロッパの会計法の現状を調べると、当然変わっていま

す。EUに統合されて、マーケットが拡大したために、さらに

大きく変化しています。この日本とヨーロッパの違いは一体

どこから生まれたのか、日本の会計法はなぜ変わらなかった

のか、それに答えたのが木下先生の博士論文です（資料20）。

研究論文、法令通達集・解説書、業界史誌等の既
往文献のほか、古文書、国会図書館 議会官庁資料
、憲政資料室資料、帝国議会会議録、国会会議録
等を閲覧

大藏省飜訳 佛國、伊多利國、白耳義国會計法。
わが国の海外調査報告書、既往文献のほか、各国
の研究論文、政府法令公開サービス、公共調達マ
ニュアル、政府広報、政府報告書、国際会議配布
資料等を閲覧

外国の入札契約制度の変遷

研究の方法

わが国入札契約制度の変遷

（木下誠也博士論文より）

資料20）日本と外国の入札契約制度の変遷

　同じ公共調達の研究でも、松本直也氏はデザインビルド

（DB）をテーマにしたものです。日本でもいくつかの案件

でデザインビルドが適用されていますが、一体どれぐらいの

効果があったのか、改善するべき課題があるとしたら、それ

は何かを、国土交通省直轄工事の個々の事例分析を通して考

えてみようとするアプローチです。

　比較するにしても、同一の工事でデザインビルドをした場

合と、デザインビルドをしていない場合が両立する事例はあ

り得ません。

　この研究では、デザインビルドを適用した実例を中心とし、

もしデザインビルドを実施せずに設計と施工を分離していた

らどうなるかを丁寧に前提条件の整理をした上で、実際に行

われたデザインビルドとの差を示して、その効果を評価した

ものです（資料21）。

数値データの得
られない項目

数値データの
得られる項目

事実関係
の把握

定量評価 定性評価

事実関係
の把握

数値データの確認

数値データの想定 評価結果のとりまとめ
適用目的の達成状況
定量・定性評価情報

実施プロセスでの効果・課題

評価対象工事
（ＤＢ方式）
期間・費用・効果
受発注者の負担

リスク分担
技術の導入 等

ＤＢ方式の潜在的長所・短所 指摘されている課題

評価項目の選定

アンケート／ヒアリング
（設計施工分離方式との

比較を念頭に置く）

比較対象工事
（設計施工分離）

期間・費用・効果
受発注者の負担

リスク分担
技術の導入 等

ＤＢ方式の
適用目的

実施プロセス

Ｄ Ｂ方式の評価の体系図

（松本直也博士論文より）

資料21）DB方式の評価の体系図
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　現在は、公共調達において、どの企業がいくらの札を入れ

て、総合評価で何点を獲得し、契約できたのか、落札できな

かった企業はいくらで入札しているのかなどの入札の結果が

すべて公表されます。こうしたデータを分析、評価して、嵩

直人氏は「技術提案型総合評価方式の現状分析」を発表して

います（資料22）。

䛂ᢏ⾡ᥦ᱌ᆺ⥲合ホ౯方ᘧの⌧≧ศᯒ䛃
2 0 11年9月2 8᪥
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ධᮐ➇த⎔ቃ
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ධᮐ⤖ᯝのഴྥ䛜
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と䛧䛶ධᮐཧຍ⪅䛻

ㄆ㆑䛥䜜䜛
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⤖ᯝ䜢⤫計ศᯒ

ධᮐ⤖ᯝ䛛䜙
応ᮐ⾜ື䜢ホ౯

資料22）技術提案型総合評価方式の現状分析

　これは、入札の結果を統計的に分析することで、企業側が

どのような考え方で入札行動をしているかを予測、評価でき

ないかと考えた研究です。皆さんご存じのとおり、今は調査

基準価格に極力近い価格で入札されることが当たり前のよう

になってしまっています。入札価格のデータをグラフにして

みると、下図のようになります（資料23）。

WTOᶆ‽ᆺ䛻䛚䛡䜛䛂ධᮐ౯᱁ศᕸ䛃の᥎⛣

э ᖹᡂ19年ᗘ௨㝆のW T O ᶆ‽ᆺ䛻䛚䛔䛶䛿䚸
䛂ධᮐཧຍ⪅のከ䛟䛜䚸ධᮐ౯᱁䜢ㄪᰝ基‽౯᱁䜢ୗᅇ䜙䛺䛔
⠊ᅖ䛷ㄪᰝ基‽౯᱁䛻᭱䜒㏆䛵䛡䜛䛣と䜢ពᅗ䛧䛯応ᮐ⾜ື䜢
と䛳䛶䛔䜛䛃 とゝ䛘䜛䚹
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䛂ᢏ⾡ᥦ᱌ᆺ⥲合ホ౯方ᘧの⌧≧ศᯒ䛃 ᔞ ┤ே

資料23）入札価格分布の推移

　緑線が最低価格、青線が最高価格、赤線がすべての中間値

です。ただし、2006（H18）年度は「施工体制確認型」

が導入されていません。導入以前は、調査基準価格以下の入

札もありましたが、導入直後の2007（H19）年度には、

そのような入札はなくなり、2010（H22）年度では5％

以内の精度で調査基準価格が推定されています。これは我が

国の高い技術力を証明していると思います。

　入札結果を分析することで、入札参加者の多くが、入札価

格が調査基準価格を下回らない範囲で、なおかつ調査基準価

格に最も近づけることを意図した応札行動をとっていること

がわかります。

　同じ公共調達の研究でも、制度が実際に現場でどう運用さ

れるかは、人や組織、国あるいは地域によってかなり変わっ

てきます。松葉保孝氏は公共調達契約制度(運用)の国際比較

の研究をしています。

　円借款事業の現場では同じFIDIC（ 仏：Fédération 

Internationale　des Ingénieurs-Conseils 英：

International Federation of Consulting Engineers）

発行の契約条件書が使われています。FIDICレッドブック

1999年版を使用しているフィリピンとベトナムの現場に

おいて、どのような運用がされているかを詳細なインタビュ

ー調査をして、現場の実態、運用の実態を明らかにし、両者

を比較する研究をしました。同じ一般契約条件書を用いてい

ても、その運用には多くの異なる点が見られ、これらが各国

の歴史的、文化的背景の影響を受けていると考えられること

を明らかにしています。

　最後が、公共調達の制度、仕組みの改善の方向、あるいは

現状の課題を理論的に考察してみる研究で、これも大事な手

法だと思います。鈴木貴大君による卒業論文「公共調達にお

ける最低制限価格引き上げの理論的帰結：不連続な均衡解の

導く技術優位性の均質化」では、最低制限価格を引き上げる

ことが、建設企業あるいは建設産業にとって長期的にどんな

影響があるのかを理論的に追及しています。オークション理

論を適用した結果として、「最低制限価格の引き上げは、技

術の優位性を相対的に均す働きがあり、長期的には技術力向

上のインセンティブが薄れ、産業全体の平均技術力が停滞す

る可能性がある」と理論的に導いています。

研究活動におけるPDCAサイクル

　私が所属する建設マネジメント/開発システム研究室の学

生はそれぞれ、自分でテーマを見つけ、課題を設定し、自身

でその課題や問題を解くことを経験します。私が研究室の学

生に身につけてほしいと考えているのは、それぞれの課題の

中で何が本質なのかを自分自身できちんと見つけられるよう
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「社会基盤分野におけるマネジメント研究と教育」

になることです。

　また、実践を考えるのがマネジメントの研究だとすると、

机の前にいるだけではなく、フィールドに出て、現場を自分

で見て感じる経験をすることを推奨しています。そして、実

際に研究をするためには、データや情報を自分で集めて分析

する。さらに、得られた結果を他の人に対してきちんとわか

りやすく発表できるようになってほしいと思っています。

　マネジメントの世界では、PDCAのサイクルを回す、と

いうことがよく言われます。研究のプロセスでも、良い研究

をするためには、このサイクルをきちんと回す努力が大事だ

と思います。これはコンクリートの研究から私が学んだこと

ですが、問題を発見し、目標を設定し、研究を実施し、この

成果を取りまとめるプロセスの中で、仮説を立て、それを検

証するための事例やデータを集め、それに基づいて理論モデ

ルをつくる。あるいはそれらを検証し改善する。このサイク

ルを研究のプロセスの中で上手に回す。そうした方法を身に

つけてほしいと思っています（資料24）。

研究の䝥䝻䝉ス

ãã ศ㔝（テーマ）䛻䜘䛳䛶䚸ྛ䚻の方ἲㄽ䛜␗䛺䜛
ãã ᑐ㇟䛻䜘䛳䛶䚸䝃䜲クル䜢ᅇせ䜛㏿ᗘ䛜␗䛺䜛

஦౛
デー䝍

௬ㄝ
予測

理ㄽ
モデル

研究の䝃䜲クル

᳨ド

ᖐ⣡ 演⧢

ၥ㢟の発ぢ

研究┠ᶆの設ᐃ

研究の実施

研究ᡂᯝྲྀ䜚䜎と䜑䚸発⾲

資料24）研究のプロセスとサイクル

演習活動を通したマネジメント教育

　実社会での経験がない学生を相手にマネジメントを教える

のは、工夫を要します。もちろん、マネジメントに関する知

識を伝達するための講義は行いますが、それとは別に演習を

行っています。

　現在の「基礎プロジェクト演習Ⅱ」では、コンクリートの

実験とマネジメントの演習を、コンクリートの先生と一緒に

なって行います。学生には負荷がかかる演習ですが、終わっ

たときには達成感を感じてもらっています。

　もともと入札の演習は、國島先生が実施されていました。

これに、コンクリートで実施されていたコンクリートの実験

を組み合わせた演習です。学生3人から5人でチームをつく

り、チームごとに建設会社をつくらせます。そして、各自の

建設会社の利益を最大化することを目標に演習をしていきま

す。最終的に決算報告会をして、会社の利益に応じた成績評

価をするので、学生にとっては利益を上げることは切実な問

題になります。

　演習では、随意契約を2本と一般競争入札を含めた全国の

入札案件60件への参加を経験させます。随意契約2本は、

仮にですが、第2東海道新幹線高架橋を建設する工事と、新

東京湾横断道路人工島をつくる工事に参加させるのです。

　この随意契約では、学生チーム各社に技術提案をさせます。

それは、コンクリートの実験でもあるので、コンクリートの

技術提案です。我々は学生にどういう配合でどういう供試体

をつくれと指示するのではなく、契約する予定の工事に適し

たコンクリートを要求します。そのため、学生には性能を示

し、その条件を満たすコンクリートを自分たちで考えて提案

させます。我々教員側が発注者になり、学生は技術交渉を経

て、そこで了解をもらい、提案する価格が予定価格内であれ

ば契約をします。その後、実験室へ行き、コンクリート供試

体をつくり、3週間あるいは1カ月後にそのコンクリートを

実験し、要求性能をクリアしていれば良いのですが、ときど

き、強度不足や塩分浸透や中性化などの要求性能を満足させ

られない場合があります。この場合は、ペナルティとして損

害賠償をしなければいけません。それと同時に、2回の随意

契約によって成績評価を受けて、技術のランクが決まってし

まいます。その持ち点で一般競争あるいは総合評価方式で、

全国の入札案件60件に参加するので、持ち点が高い会社が案

件によっては有利になる仕組みになっています（資料25）。
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資料25）会社の設立と契約
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　学生が会社を設立するに当たっては、それぞれ自分がどの

立場で参加するかを最初に決めてもらいます。代表取締役社

長、経理会計部長、営業部長、土木部長、技術部長として、

各自チームワークを発揮して、会社を運営する経験をしても

らいます（資料26）。
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資料26）会社の設立と自分の役割

　土木部長には契約した後にトランプを引いてもらい、それ

によって工事原価が変わる仕組みになっています。例えば、

ハートの7が出ると、原価が少し下がります。スペードの

11が出ると原価が上がります。ひどい台風が来ました、残

念でしたねといった条件がトランプで左右されるのです。

　会社の経営は、知力も大事、コンクリートの実験ですので

体力も大事です。しかしトランプに代表される“時の運”に

より、いろいろなことが起こります。これらのすべてを学生

に経験してもらう演習です。

　「基礎プロジェクト演習Ⅱ」では先輩の学生や大学院学生に

TA（Teaching Assistant: 学生補助員）としていろいろな

サポートをしてもらっています。その1つとして、毎月「建

設経済新聞」を発行してもらっています。この新聞は、各社

の経営状況や受注状況、公告の情報など、発注者からのさま

ざまな情報を学生たちに提供することに活用されています。

演習による疑似体験でマネジメントを教育

　マネジメントは、良い実践をいかに達成するかが大事だと

話しました。そうした中、マネジメントのスキルをどのよう

に身につけるかについて、教育は非常に重要です。紹介した

「基礎プロジェクト演習Ⅱ」は、建設会社の経営、技術提案、

入札で仕事を獲得するなど、これらがどういうことなのかを

実体験として感じる、考えるプロセスを設けていると言えま

す（資料27）。
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資料27）よい実践のために

　マネジメントのスキル、あるいは考え方を身につけるため

には、実際に自分が現場で経験することが大事なのは間違い

ありません。しかし、実社会に出ても、自分が経験すること

を選ぶことはなかなか難しいのが現状だと思います。

　自分の今日の仕事、明日の仕事は組織で決まっている、あ

るいは、上司から伝えられることが多いのが社会人の置かれ

ている状況です。一方で、学生の間に何を経験すれば良いの

か、残念ながら学生にはなかなかわからない。そうした中で、

演習によって疑似体験させ、教育をする方法が、先ほども少

し話したケースメソッドです。

現場で発生した問題を題材にした
教育方法「ケースメソッド」

　「ケースメソッド」と言う教育法があります。この方法は、

ハーバード大学のロースクールで最初に用いられました。今

では一橋大学などを含め、さまざまなビジネススクールで、

MBA（Master of Business Administration：経営学修

士）のプログラムの中で、教育のために活用されている手法

の1つです。

　ケースメソッドでは、実際に現場で発生した問題を題材と

し、これをケースとして学びます。先ほどは災害対応マネジ

メント力の育成の話でしたが、災害に限らず実際の公共事業

や建設事業の現場で発生している問題を題材として、討議を

中心に問題のとらえ方、分析の仕方、解決の考え方を実践的

に身につけていく方法がケースメソッドです。

　優れた現場の所長、プロジェクトマネージャーと言われる

人の多くは、良い所長、良いマネージャーになるには経験が
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大事だと口をそろえて言います。しかし、若い人にとっては、

その経験をどうすれば積めるのか、なかなかわかりません。

　そこで、一流の所長が経験してきた、いわゆる修羅場の中

に学ぶべきものが多く詰まっていると考えました。これまで

は現場の事務所で仕事が終わった後のノミニケーションの中

で修羅場での経験が伝えられてきたと思いますが、今はそれ

も難しくなっています。こうした状況の中で、修羅場の経験

をケースメソッドの中で伝える方法はないかと思い、ケース

教材をいくつか作成してきています。

　通常ケースは、テキストで、A4サイズ用紙に短いもので

10ページ程度、長いものでは30ページから40ページぐら

いで作成されます。こうしたケース教材を題材に事前に予習

し、討議の場に参加して自分の考えを述べ、議論を交わして

他の人の意見を聞きながら自分の考えをつくり上げていく経

験をするわけです。

映像を活用したケース教材を学生が作成

　ケース教材をドキュメントに頼らずに、映像を活用してつ

くれないかと考え、少しずつ行っています。そのために、そ

の題材を持っている人へインタビューをしたり、その題材の

中に問題はどこにあるのかといった本質や学ぶべき事象を考

え、シナリオや登場人物を考えたり、撮影編集をしたりする

ことを通して映像ケースが作成されます。これらを、学生に

やらせています。

　題材やテーマを持っているのは、いろいろな経験をされて

いるベテランの方ですが、ケース教材の作成自体を学生たち

が実践することで、そのプロセスからも学ぶことができます

（資料28）。

ᫎീ䜢用䛔䛯䜿ースメ䝋䝑䝗の開発

( 1 ) 䜿ースのᢳฟ䠗䜲ン䝍䝡ュー

( 2 ) 䜿ース䛻㛵䛩䜛᝟ሗ཰㞟とศᯒ䠗ၥ㢟の本㉁

( 3 ) 䜿ースのスコー䝥とᑐ㇟テーマの設ᐃ䠗

Ꮫ䜆䜉䛝஦㇟の≉ᐃ

( 4 ) シ䝘リ䜸のసᡂと୺せⓏ場ே≀の≉ᐃ䠗

᭱⤊シーンの㑅ᢥ

( 5) 䝡デ䜸᧜ᙳ・⦅㞟䠗 1 5ศ䡚 2 0 ศ⛬ᗘ

( 6 ) テ䜱ー䝏ン䜾䝜ートのసᡂ䠗

㆟ㄽ䛻ᚲせ䛺デー䝍䚸ᚋ᪥ㄯ ➼

( 7 ) 䜿ースウ㆟の実㊶

資料28）映像ケースメソッドの開発

　現在、10本ほどの映像教材のライブラリーができていま

す。その中の国内プロジェクトとしては以下の4ケースがあ

ります。

①路上工事の騒音・振動に対する苦情に纏わるケース

②都市計画変更に纏わるケース

③土地区画整理事業における土地使用交渉に纏わるケース

④施工監理における設計変更ミスに纏わるケース

　また、海外プロジェクトとしては以下の6ケースです。

①直庸者解雇に伴う労働争議に纏わるケース

②下請会社の経営破綻に纏わるケース

③建設工事現場におけるＳＡＲＳ問題に纏わるケース

④トンネル工事における設計変更に纏わるケース（1）

⑤トンネル工事における設計変更に纏わるケース（2）

⑥橋梁製作工事における設計承認に纏わるケース

　特に、海外のプロジェクトはなかなか簡単に経験すること

ができません。こういった教材をどう上手につくっていくか、

工夫する必要があるわけです。

建設会社の若手社員と学生が作成した
サンプル映像

　せっかくですので、サンプル映像をご覧いただければと思

います。

　前田建設には前田塾という若手を育てる教育プログラムが

あります。この映像は、その若手の社員の人たちと我々社会

基盤学科の学生が一緒につくったケース教材です。

　香港の工事ですので、広東語を学生にも学んでもらいまし

た。15分から20分のケース映像ですが、短く省略して紹

介します。

　このケースはシールド工法の工事で、このままでは進めら

れないような障害物が出てきて、設計変更を提案するか否か

の状況です。実際には、契約内容や置かれている財務状況、

使用している機械についてなど、さまざまな情報を一緒に提

供し、その中で自分が所長であった場合には、何をどう考え

て、どのような判断をするのかを考えさせます。

　このケース教材の主人公は施工する側ですが、場合によっ

ては発注者の立場だったらどう考えるかも含めていろいろな

議論をします。そのことによって、この1つのケースから学

生は多くのことを学ぶことができます。
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映像を用いたケースメソッドの作成から
学べること

　映像を用いたケースメソッドでは、つくることに参加した

学生は、そのプロセスの中でいろいろなことを学べます。当

然、討議に参加した人も、その議論を通して学べますが、映

像を使うことで、議論に参加する者どうしでシチュエーショ

ンを共有しやすくなります。また、事前の勉強の負荷を多少

減らすことができます。

　映像を作成してから気がついたことですが、こうした映像

ケースをつくることで、インタビューを通してベテランの人

からさまざまな話を聞くことができます。多くのベテランの

人には口数が少ない人もいて、一般的に聞いたのでは一般的

な答えしか返ってきません。ところが、ある特定の話題につ

いて具体的に質問を投げかけると、具体的な答えが想像以上

に多く返ってきます。そういう熟練者へのインタビューを通

して、いろんな暗黙知を抽出することにも使うことができる

と気づきました（資料29）。

ᫎീ䜢用䛔䛯䜿ースメ䝋䝑䝗のά用

（1） 䜿ースసᡂ⪅

① 䜿ースのศᯒ䜢㏻䛧䛶ㄢ㢟䛻ᑐ䛩䜛῝䛔理ゎ

② ᴦ䛧ん䛷䜿ース䜢సᡂ可⬟

（ 2 ） 䜿ースウ㆟のཧຍ⪅

① ஦๓‽ഛの㈇Ⲵのపῶ

② ୺ேබ䛜⨨䛛䜜䛶䛔䜛≧ἣ䜢理ゎ䛧䜔䛩䛔

③ ウ㆟ཧຍ⪅と㆟ㄽのテーマ䜢ඹ᭷䛧䜔䛩䛔

（ 3 ） ⇍練⪅への䜲ン䝍䝡ュー

① ᬯ㯲▱のᢳฟ

資料29）ケースメソッドのメリット

「インフラ事業戦略学」寄付講座で
若手実務者の再教育を

　最後に、「インフラ事業戦略学」寄付講座（2010年4月

～2015年3月）についてお話しします。大学の学生だけで

はなく、この寄付講座を通して社会人の再教育も実施してい

ます。寄付講座自体は我々のグループと、東大工学系研究科

の中にある技術経営戦略学専攻の元橋一之先生のグループと

一緒に運営しています。関東地域づくり協会の理事長である

奥野晴彦さんにご支援をいただき、2014年度が講座の最

後の年度になります（資料30）。

䛂䜲ン䝣䝷஦ᴗᡓ␎Ꮫ䛃ᐤ௜講ᗙ
♫఍基┙Ꮫᑓᨷとᢏ⾡⤒Ⴀᡓ␎Ꮫᑓᨷのඹྠ㐠Ⴀ

（2010年4月䡚2015年3月）

1. 䜲ン䝣䝷஦ᴗの実施ᡓ␎䚸ไᗘ設計䚸ᨻ⟇ᨭ᥼の䛯
䜑の方ἲㄽのయ⣔化䛚䜘䜃基┙理ㄽのᵓ⠏

2. 䜾䝻ー䝞ル䝡ジネス⎔ቃ䛻䛚䛡䜛୰᰾ⓗリー䝎⫱ᡂ
の䛯䜑のᩍ⫱䝥䝻䜾䝷ム開発

䠘 ┠ⓗ䠚

資料30）「インフラ事業戦略学」寄付講座の目的と実践

　この講座の目的のひとつは、インフラ事業実施戦略、制度

設計、政策支援のための方法論の体系化、基盤理論の構築で

す。そして、この講座で取り組みたかったことのもう1つは、

グローバルリーダーの育成を目指した、30代の若手実務者

の再教育です。

　実際に社会に出て、仕事をして5年から10年ぐらいの経

験を持つと、それぞれの業界や会社の中の仕事がどのような

ものかが、ある程度理解できます。そうした人に組織から出

て大学に身を置き、研究員あるいは学術支援職員という立場

で1年間、いろいろな経験を積んでもらっています。

　そして１年間の研究活動の成果を、論文だけではなく、い

ろいろな形でアウトプットしていただいています。例えば、

事例の分析を実施したケーススタディのレポートや、先述の

ケース教材、あるいは将来の新しいビジネスモデルや制度設

計の提案書などです。これらの成果は、講座の中だけでなく、

社会にも還元していく予定です。

新しいビジネスモデルを考えるための
研究開発

　今後、こうした活動を通して、新しいビジネスモデルを考

えるためには、きちんとした研究活動も必要です。例えば、

戦略を立案して新しく考えるために分析する戦略研究です。

その戦略研究のためには、海外において市場の分析やマーケ

ティングリサーチと言われる調査研究活動を行う必要がある

と思います。そして、実際に新しい仕組みを動かしていく中

で、今後は実践活動と直接つながる展開研究をもっと広めて

いきたいと思っています。

　人材育成では、先述のケース教材や契約などが重要です。
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また、海外のビジネスで活躍できる人材をきちんと育てるた

めにはコミュニケーション、特に異文化コミュニケーション

をきちんとできることも大事だと思っています。そのために

大学が今後も果たすべき役割は多くあると考えています。

　最後に、これまでさまざまなことを経験させていただき、

数多くの人にさまざまなことを学ばせていただきました。研

究教育活動を支えているのは、そういう方々からのご支援が

あってのことだと思って感謝しております。

　今後ももうしばらく、社会基盤分野における建設マネジメ

ントの教育研究を進めていきたいと思っております。引き続

きのご支援、ご鞭撻をお願い申し上げて、私の講演を終わら

せていただきます。ご清聴ありがとうございました。

　本内容は2014年7月9日に開催された、第28回技術研

究発表会における特別講演によるものです。
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